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春
の
到
来
告
げ
る

見
事
な
枝
ぶ
り

山
王
祭
は

４
月

、

日

個
性
豊
か
な
五
つ
の
温
泉
地

奥
飛
騨
温
泉
郷
は


超
え
る
露
天
風
呂

宿
泊
客
に
好
評

「
湯
巡
り
手
形
」

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
天
空
散
歩

新
ゴ
ン
ド
ラ
登
場

散
策
に
最
適
な
東
山
遊
歩
道

心
揺
さ
ぶ
る
桜
の
競
演

絢
爛
豪
華
な
時
代
絵
巻「
高
山
祭
」

寺
院
や
神
社
群

飛騨高山の旅で心身の解放を
古い町並にたたずみ、温泉に浸かり、歴史と文化に触れる

（４）第３０７３号 第３種郵便物認可 ２０２１年（令和３年）３月２７日（土曜日）

　新型コロナウイルスの影響は飛騨高山（岐阜県高山市）にも及び、町を歩く観光客の姿もまばらだ。しかし、江戸時代の商家が今なお残る
古い町並は静かな雰囲気に包まれ、本来の姿をみせる。高山祭、桜、奥飛騨温泉郷など、魅力は決して色あせることなく、観光客の旅情を誘
う。コロナ終息後には足を運び、ステイホームで溜まったストレスを思い切り発散しよう。

　中橋を渡る屋台。桜の開花時期と重なると、息をのむ美しさだ

　　　　奥飛騨温泉郷の中で一番古くからある平湯温泉

　　　　　　　県指定天然記念物の西光寺の枝垂れ桜

　
　
宿
泊
客
に
好
評
な
湯
巡
り
手
形

　　市指定文化財の鐘楼門がある雲龍寺 　　　わが国唯一の２階建てゴンドラ

　
雄
大
な
自
然
を
バ
ッ
ク
に
、
野

趣
あ
ふ
れ
る
露
天
風
呂
で
心
も
体

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
の
が
飛

騨
山
脈
（
北
ア
ル
プ
ス
）
の
麓
に

広
が
る
奥
飛
騨
温
泉
郷
だ
。平
湯
、

福
地
、
新
平
湯
、
栃
尾
、
新
穂
高

の
五
つ
の
温
泉
地
が
あ
る
。

　
高
山
市
内
か
ら
は
バ
ス
で
１
時

間
ほ
ど
の
距
離
。
湯
量
豊
富
で
、

露
天
風
呂
は
大
小
合
わ
せ
て
１
０

０
カ
所
以
上
あ
り
、
そ
の
数
日
本

一
と
い
わ
れ
る
。
新
穂
高
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
や
上
高
地
、
乗
鞍
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
な
ど
日
本
屈
指
の
山
岳
景

勝
地
も
近
く
、
雄
大
な
自
然
を
満

喫
で
き
る
。

　
平
湯
温
泉
は
温
泉
郷
の
中
で
一

番
古
く
か
ら
あ
る
温
泉
地
。
関
東

方
面
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、

上
高
地
や
乗
鞍
岳
の
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
が
発
着
す
る
平
湯
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
が
あ
る
。
自
家
源
泉
を
持
つ

宿
が
多
く
、
入
浴
施
設
や
足
湯
も

充
実
。

　
福
地
温
泉
は
温
泉
郷
の
中
で
も

山
の
静
寂
に
包
ま
れ
た
秘
湯
的
な

温
泉
地
。
温
泉
街
に
は
朝
市
が
あ

り
、
地
元
の
特
産
品
を
買
う
こ
と

が
で
き
る
。
奥
飛
騨
や
新
潟
の
古

民
家
を
移
築
、
改
装
し
た
宿
も
多

い
。

　
新
平
湯
温
泉
は
温
泉
郷
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
小
規
模
か
ら
大

規
模
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の

宿
泊
施
設
が
あ
る
。
飲
食
店
も
多

い
。名
水「
た
る
ま
水
」も
あ
り
、

名
水
の
里
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　
栃
尾
温
泉
は
清
流
蒲
田
川
と
平

湯
川
の
合
流
地
点
に
広
が
る
温
泉

地
。
蒲
田
川
は
イ
ワ
ナ
や
ヤ
マ
メ

な
ど
渓
流
魚
の
宝
庫
と
し
て
も
知

ら
れ
、
釣
り
人
に
も
人
気
。

　
新
穂
高
温
泉
は
北
ア
ル
プ
ス
の

登
山
口
に
あ
る
温
泉
地
。
奥
飛
騨

最
大
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
、
エ
リ

ア
内
に
は
新
穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

が
あ
り
、
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
。

　
奥
飛
騨
温
泉
郷
で
売
ら
れ
て
い

る
湯
巡
り
手
形
「
奥
飛
騨
湯
け
む

り
達
人
」
が
宿
泊
客
に
好
評
。
豊

富
な
湧
出
量
を
誇
る
奥
飛
騨
の
温

泉
を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
め
る
手
形

だ
。

　
手
形
は
１
枚
１
２
０

０
円
。
手
形
に
付
い
て

い
る
３
枚
の
入
浴
シ
ー

ル
を
利
用
し
て
、
温
泉

郷
の

の
加
盟
施
設
か

ら
お
気
に
入
り
の
温
泉

を
選
ん
で
入
浴
で
き
る

（
施
設
に
よ
り
枚
数
が

異
な
る
）
。

　
シ
ー
ル
を
は
が
す
と

下
地
に
温
泉
郷
の
マ
ー

ク
が
印
刷
さ
れ
て
お

り
、
三
つ
そ
ろ
う
と
記

念
品
が
当
た
る
チ
ャ
ン

ス
も
。
ま
た
、
温
泉
郷

に
あ
る

店
舗
で
、
割

引
や
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
ク

ー
ポ
ン
が
付
い
た
ミ
ニ
マ
ガ
ジ
ン

「
奥
飛
騨
の
達
人
」（
１
０
０
円
）

も
あ
る
。
観
光
案
内
所
、
旅
館
組

合
加
盟
宿
な
ど
で
購
入
で
き
る
。

　
温
泉
郷
や
手
形
な
ど
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
奥
飛
騨
温
泉
郷
観

光
協
会
、
☎
０
５
７
８
（
８
９
）

２
６
１
４
。

　
観
光
名
所
・
古
い
町
並
か
ら
徒

歩
約

分
、
し
っ
と
り
と
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
る
の
が
東

山
エ
リ
ア
で
、
散
策
に
は
も
っ
て

こ
い
の
場
所
だ
。

　
多
く
の
寺
院
や
神
社
が
あ
り
、

風
情
あ
る
建
物
や
庭
園
を
ゆ
っ
く

り
巡
れ
る
「
東
山
遊
歩
道
」
（
全

長
５
・
５
㌔
）
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。

　
高
山
の
礎
を
築
い
た
戦
国
武
将

の
金
森
長
近
公
ゆ
か
り
の
禅
宗
寺

院
な
ど
が
建
て
ら
れ
、
東
山
寺
院

群
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
遊
歩
道

は
そ
れ
ら
貴
重
な
文
化
財
を
巡
る

ル
ー
ト
で
も
あ
る
。

　
本
堂
が
県
指
定
文
化
財
と
さ
れ

て
い
る
法
華
寺
、
鐘
楼
門
が
市
指

定
文
化
財
の
雲
龍
寺
、
座
禅
体
験

が
で
き
る
善
応
寺
な
ど
見
ど
こ
ろ

も
多
い
。
ま
た
、
近
く
に
あ
る
江

名
子
川
畔
遊
歩
道
も
ぜ
ひ
訪
れ
て

み
た
い
。
小
さ
な
橋
が
い
く
つ
も

架
か
り
、
趣
の
あ
る
風
景
が
楽
し

め
る
。

　
飛
騨
高
山
の
春
を
彩
る
の
が
美

し
い
桜
。
県
指
定
天
然
記
念
物
の

荘
川
桜
（
荘
川
町
）
、
国
指
定
天

然
記
念
物
の
臥
龍
桜（
一
之
宮
町
）

な
ど
見
応
え
の
あ
る
桜
が
至
る
と

こ
ろ
に
あ
る
。

　
枝
垂
れ
桜
は
西
光
寺（
清
見
町
）

や
薬
師
堂
（
朝
日
町
）
な
ど
に
も

あ
る
が
、
青
屋
神
明
神
社
の
枝
垂

れ
桜
（
朝
日
町
）
は
水
田
に
映
る

姿
が
と
て
も
印
象
的
だ
。
見
頃
は

４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
で
、
開

花
時
期
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
、
美
し
さ
が
際
立
つ
。
ぜ
ひ
見

て
お
き
た
い
。

　
ま
た
、
西
光
寺
の
枝
垂
れ
桜

（
県
指
定
天
然
記
念
物
）
は
樹
齢

８
０
０
年
以
上
と
推
定
さ
れ
、
県

下
で
も
珍
し
い
枝
垂
れ
桜
の
巨

木
。
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
の
変
種
と
い

わ
れ
、
毎
年
地
表
に
覆
い
被
さ
る

よ
う
に
花
を
咲
か
せ
る
。

　
幹
の
形
が
龍
の
臥
し
た
姿
に
似

て
い
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た

の
が
臥
龍
桜
。
樹
齢
１
１
０
０
余

年
で
、
枝
ぶ
り

㍍
、
高
さ

㍍

に
及
ぶ
日
本
を
代
表
す
る
エ
ド
ヒ

ガ
ン
ザ
ク
ラ
の
大
樹
。
４
月
中
旬

か
ら
臥
龍
公
園
で
「
桜
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
見
物
客
で

に
ぎ
わ
う
。

　
飛
騨
高
山
を
象
徴
す
る
イ
ベ
ン

ト
が
「
高
山
祭
」
。
高
山
祭
の
屋

台
行
事
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
で
あ
り
、
そ
の
絢
爛
豪
華
さ
か

ら
日
本
三
大
美
祭
の
一
つ
に
数
え

ら
れ
て
い
る
。

　
高
山
祭
は
春
の
「
山
王
祭
」

（
毎
年
４
月

、

日
開
催
）
と

秋
の
「
八
幡
祭
」
（
同

月
９
、


日
開
催
）
の
総
称
。
山
王
祭
は

城
下
町
の
南
半
分
の
氏
神
様
で
あ

る
日
枝
神
社
（
山
王
様
）
の
例
祭

で
、
上
一
之
町
・
上
二
之
町
・
上

三
之
町
な
ど
が
舞
台
に
な
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
を
防
ぐ
た
め
、
今
年
の
山
王
祭

は
規
模
を
縮
小
す
る
も
の
の
、
例

年
通
り
４
月

、

日
に
開
催
す

る
。
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
た

上
で
神
事
の
み
を
行
い
、
屋
台
の

曳
き
揃
え
、
か
ら
く
り
奉
納
、
夜

祭
り
は
中
止
す
る
。

　
一
抹
の
寂
し
さ
は
あ
る
が
、


台
の
屋
台
は
そ
れ
ぞ
れ
の
屋
台
蔵

で
公
開
さ
れ
る
の
で
、
神
楽
台
や

龍
神
台
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
屋
台
の

意
匠
の
見
事
さ
は
堪
能
で
き
る
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
り
、
こ

れ
が
行
き
渡
れ
ば
コ
ロ
ナ
の
収
束

も
見
込
ま
れ
る
。
そ
う
な
れ
ば
八

幡
祭
は
通
常
通
り
開
催
さ
れ
そ
う

だ
。

　
日
本
で
唯
一
の
２
階
建
て
ゴ
ン

ド
ラ「
新
穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
」。

北
ア
ル
プ
ス
の
絶
景
を
楽
し
め
る

と
あ
っ
て
観
光
客
に
人
気
だ
。

　
昨
年
７
月

日
の
開
業

周
年

を
記
念
し
て
ゴ
ン
ド
ラ
を
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
。
新
し
い
ゴ
ン
ド
ラ
は
オ

ー
ス
ト
リ
ア
・
カ
ル
バ
テ
ッ
ク
社

製
の
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
デ
ザ
イ
ン

で
、ガ
ラ
ス
面
積
を
大
き
く
拡
大
。

冬
場
で
も
曇
っ
た
り
凍
っ
た
り
し

に
く
い
特
殊
な
ガ
ラ
ス
で
、
３
６

０
度
景
色
を
楽
し
め
る
。

　
外
国
人
観
光
客
の
利
用
も
見
込

み
、
英
語
や
中
国
語
な
ど
多
言
語

の
案
内
モ
ニ
タ
ー
も
搭
載
。
山
頂

展
望
台
が
あ
る
西
穂
高
口
駅
と
し

ら
か
ば
平
駅
の
約
２
・
６
㌔
を
約

７
分
で
結
ぶ
。

　
期
間
限
定
で
夜
間
運
行
「
星
空

観
賞
便
」
も
あ
り
、
雄
大
な
北
ア

ル
プ
ス
と
共
に
満
天
の
星
を
見
る

こ
と
が
で
き
、
別
世
界
を
味
わ
え

る
。
奥
飛
騨
温
泉
郷
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
り
そ
う
だ
。

　
連
絡
先
は
奥
飛
観
光
開
発
、
☎

０
５
７
７
（
３
３
）
０
５
１
７
。



特 別
インタビュー　ウィズ・アフターコロナ時代の高山観光


年
の
観
光
客
は
減
少

秋
の
高
山
祭
に
期
待

知
恵
と
工
夫
で
新
事
業公

式
観
光
Ｈ
Ｐ
を
一
本
化

部
屋
数
は

年
に

室

「
高
山
ハ
ブ
化
」構
想
推
進

堀　則氏
飛騨・高山観光コンベンション協会会長

■
　
　
■

　
■
　
　
■

厳
し
い
環
境
下
で
も
成
果
上
げ
る
事
業

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
か
ら
表
彰

電
子
地
域
通
貨
を
活
用

近
場
観
光
対
応
冊
子

見
せ
方
工
夫
、周
遊
の
手
引
き

ス
マ
ホ
で
お
得
旅

■
　
　
■

飛騨高山観光特集

　高山市観光連絡協議会　一般社団法人飛騨・高山観光コンベンション協会

（５） 第３０７３号第３種郵便物認可２０２１年（令和３年）３月２７日（土曜日）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
は
飛
騨
高

山
観
光
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
観
光

名
所
・
古
い
町
並
な
ど
を
歩
く
観
光
客
の
姿

が
め
っ
き
り
と
減
っ
た
。
逆
風
に
あ
え
ぐ
観

光
業
界
だ
が
、
そ
の
中
で
新
し
い
芽
も
育
ち

始
め
て
い
る
。
飛
騨
・
高
山
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
の
堀

則
会
長
（
ひ
だ
ホ
テ
ル

プ
ラ
ザ
会
長
）
に
観
光
復
活
に
賭
け
る
思
い

を
聞
い
た
。
聞
き
手
は
論
説
委
員
の
内
井
高

弘
。
（
３
月
上
旬
、
協
会
事
務
所
で
）

ＪＮＴＯから表彰された貨幣革新・地域通貨
国際会議飛騨高山大会の一コマ

　
高
山
市
民
文
化
会
館
や
飛
騨
・

世
界
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
充

実
し
た
施
設
、
機
能
を
持
つ
高
山

市
は
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
に

熱
心
で
、
実
績
も
上
げ
て
い
る
。

　
飛
騨
・
高
山
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
協
会
が
開
催
支
援
し
た
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
は
２
０
１
９
年
度
で


件
（
参
加
人
数
５
万
２
７
４
５

人
）
に
上
り
、
う
ち
国
際
会
議
は

４
件
あ
っ
た
。

　
日
本
政
府
観
光
局（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）

は
１
月
、

年
度
の
「
国
際
会
議

誘
致
・
開
催
貢
献
賞
」
を
発
表
。

こ
の
中
で
、

年
９
月

～

日

に
市
民
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た

「
貨
幣
革
新
・
地
域
通
貨
国
際
会

議
飛
騨
高
山
大
会
」
が
国
際
会
議

開
催
の
部
（
中
・
小
規
模
）
で
受

賞
し
た
。

　

カ
国
・
約

人
の
外
国
人
を

含
め
た
３
４
７
人
が
参
加
し
、
基

調
講
演
や
学
術
会
議
、
交
流
会
、

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
（
間
伐
か
ら

地
域
通
貨
の
流
れ
を
体
験
す
る
ツ

ア
ー
）
な
ど
を
実
施
。
受
賞
理
由

は
「
海
外
で
観
光
地
と
し
て
知
名

度
が
高
い
高
山
市
の
長
年
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
受
け
入
れ
ノ
ウ
ハ
ウ
の

積
み
重
ね
と
、
地
元
住
民
の
国
際

交
流
へ
の
理
解
が
結
実
し
、
地
域

内
で
連
携
し
て
取
り
組
ん
だ
好
事

例
。
会
期
中
、
市
内
で
使
え
る
地

域
通
貨
を
発
行
す
る
取
り
組
み
は

会
議
テ
ー
マ
を
実
践
す
る
も
の
で

ユ
ニ
ー
ク
」
と
い
う
も
の
。

　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
や
ゼ
ミ
合
宿

な
ど
へ
の
開
催
支
援
補
助
金
も
充

実
し
て
お
り
、
安
心
し
て
任
せ
ら

れ
る
。

　
ま
た
、
教
育
旅
行
を
誘
致
す
る

た
め
、

年
度
は
開
催
支
援
補
助

金
に
新
た
に
「
教
育
旅
行
支
援
補

助
金
」
を
追
加
。
宿
泊
の
場
合
、

上
限

万
円
（
２
千
円
×
参
加
者

数
）
、
日
帰
り
は
上
限

万
円

（
千
円
×
参
加
者
数
）
を
助
成
。

協
会
に
よ
る
と
、
１
月
現
在
で
全

国
か
ら
２
２
０
校
、
約
２
万
１
千

人
の
児
童
生
徒
ら
が
市
を
訪
れ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
大
き
な
成

果
を
上
げ
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

で
観
光
需
要
が
落
ち
込
む
中
、
飛

騨
・
高
山
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
が
果
敢
に
取
り
組
ん
だ
の

が
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
観
光

振
興
策
と
い
え
る
、
飛
騨
地
域
限

定
の
電
子
通
貨
「
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ

ン
」
を
活
用
し
た
「
飛
騨
高
山
＆

奥
飛
騨
ス
マ
ホ
で
お
得
旅
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
だ
。
昨
年
７
月
か
ら
開

始
し
た
。

　
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
は
観
光
施

設
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
土
産
物

屋
、
カ
フ
ェ
、
居
酒
屋
な
ど
約
１

５
０
０
店
舗
で
使
え
る
電
子
地
域

通
貨
。
チ
ャ
ー

ジ
機
能
が
付
い

た
一
般
的
な
決

済
サ
ー
ビ
ス
な

た
め
、
全
国
の

セ
ブ
ン
銀
行
Ａ

Ｔ
Ｍ
や
中
橋
観

光
案
内
所
な
ど

に
設
置
し
た
専

用
チ
ャ
ー
ジ
機

で
コ
イ
ン
を
チ

ャ
ー
ジ
で
き
る
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
は
最
大
８
千
円
相
当
の
「
さ
る

ぼ
ぼ
コ
イ
ン
」
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

を
配
布
す
る
。

　
じ
ゃ
ら
ん
ネ
ッ
ト
で
市
内
の
各

宿
泊
施
設
が
設
定
し
た
宿
泊
専
用

プ
ラ
ン
を
予
約
す
る
と
、
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
時
に
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
受
け
取
れ
る
。

専
用
ア
プ
リ
、
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
、
受
け
取
っ
た
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
の
裏
面
に
あ
る
ポ
イ
ン
ト

獲
得
用
の
２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
と
、
そ
の
場
で
ポ
イ
ン
ト
を

獲
得
で
き
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
１
㌽

＝
１
円
相
当
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
３
月

日
チ

ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
分
ま
で
実
施
さ
れ

た
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
海
ツ
ア
ー
ズ
な

ど
主
要
旅
行
会
社
が
造
成
し
た
商

品
で
、
Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
て
高
山
に

泊
ま
っ
た
人
に
対
し
て
も
さ
る
ぼ

ぼ
コ
イ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
を
２
千
㌽

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
事
業
に
つ
い
て

は
３
月
末
ま
で
実
施
し
て
い
る
。

　
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客

は
激
減
し
て
い
る
。
そ
れ
を
埋
め

る
の
が
日
本
人
観
光
客
だ
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
遠
出
は
し
に
く
く
、
そ
の
た

め
近
場
観
光
、
い
わ
ゆ
る
「
マ
イ

ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
注
目
が
集

ま
っ
た
。

　
飛
騨
・
高
山
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
協
会
が
作
っ
た
「
こ
の
旅
、

多
彩
　
濃
色
　
飛
騨
高
山
」
は
ま

さ
に
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
意

識
し
た
冊
子
で
、「
こ
れ
を
手
に
、

近
県
の
人
に
飛
騨
高
山
地
域
を
周

遊
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
呼
び
掛

け
る
。

　
従
来
の
総
合
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
と
は
視
点
を
変
え
、
市
街
地
を

は
じ
め
支
所
地
域
の
観
光
資
源
の

見
せ
方
を
工
夫
し
、
地
元
で
し
か

知
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
地
域
の
人

の
雑
学
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
の

が
大
き
な
特
徴
。

　
高
山
市
は
東
京
都
と
ほ
ぼ
同
じ

面
積
で
、
結
構
な
広
さ
だ
。
エ
リ

ア
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
特
色
が

あ
り
、
ど
こ
に
行
こ
う
か
迷
う
人

も
少
な
く
な
い
。
冊
子
は
エ
リ
ア

の
見
ど
こ
ろ
な
ど
を
コ
ン
パ
ク
ト

に
ま
と
め
て
お
り
、参
考
に
な
る
。

　
表
紙
の
紙
質
に
も
こ
だ
わ
り
、

全
体
の
デ
ザ
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
や
色

調
を
パ
ス
テ
ル
調
で
や
さ
し
い
イ

メ
ー
ジ
に
仕
上
げ
て
い
る
。
５
万

部
作
成
し
、
無
料
で
配
布
し
て
い

る
。

　
―
―
２
０
２
０
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
い
、

観
光
業
界
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
ま
し
た
。
高
山
は
い
か
が
で

し
た
か
。

　
「
大
変
厳
し
い
状
況
で
、
こ
こ

ま
で
客
足
が
落
ち
込
ん
だ
の
は
初

め
て
で
す
。

年
は
４
７
３
万
人

の
入
り
込
み
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、

年
は
２
３
０
万
人
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。宿
泊
客
も
同
様
で
、

２
２
７
万
人
か
ら
１
０
７
万
人
と

減
少
し
て
い
ま
す
。
外
国
人
観
光

客
も

万
９
千
人
ほ
ど
で
、
前
年

比
８
割
減
と
な
り
ま
し
た
。
１
～

２
月
は
万
単
位
で
来
て
い
た
の
で

す
が
、
４
月
以
降
は
ガ
ク
ッ
と
減

り
ま
し
た
ね
」

　
―
―
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
売
り
上

げ
が
減
少
し
、
倒
産
や
廃
業
に
追

い
込
ま
れ
た
旅
館
・
ホ
テ
ル
は
あ

り
ま
す
か
。

　
「
そ
れ
ま
で
景
気
が
良
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
高
山
市
内
で
大
き

な
倒
産
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

廃
業
は
１
軒
あ
っ
た
も
の
の
、
こ

れ
は
後
継
者
の
問
題
と
聞
い
て
い

ま
す
」

　
―
―

年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
も

あ
り
、
春
の
高
山
祭
は
規
模
を
縮

小
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　
「
例
年
通
り
、
春
（
山
王
祭
）

は
４
月

、
日
に
開
催
し
ま
す
。

神
事
は
行
い
ま
す
が
、
屋
台
の
曳

き
揃
え
や
か
ら
く
り
奉
納
、
夜
祭

り
は
中
止
と
な
り
ま
す
。
た
だ
、

屋
台
蔵
に
入
っ
て
い
る
屋
台
は
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
秋
（
八
幡

祭
、

月
９
、

日
開
催
）
に
つ

い
て
は
現
段
階
で
は
何
と
も
い
え

ま
せ
ん
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始

ま
っ
て
お
り
、
ま
た
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
終
わ
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
通
常
通
り
開
催
で

き
る
の
で
は
、
と
期
待
し
て
い
ま

す
」

　
―
―
イ
ベ
ン
ト
も
軒
並
み
中
止

に
な
り
、
暗
い
ム
ー
ド
に
な
り
が

ち
で
す
が
、
明
る
い
話
題
は
あ
り

ま
す
か
。

　
「
飛
騨
地
域
限
定
の
電
子
地
域

通
貨
『
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
』
を
活

用
し
た
『
ス
マ
ホ
で
お
得
旅
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
』
を

年
７
月
か
ら
開

始
し
た
こ
と
。
市
内
の
旅
館
・
ホ

テ
ル
が
造
成
し
た
宿
泊
専
用
プ
ラ

ン
を
じ
ゃ
ら
ん
ネ
ッ
ト
か
ら
予
約

し
た
宿
泊
客
に
対
し
、
予
約
額
に

応
じ
た
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
の
ポ
イ

ン
ト
を
最
大
８
千
㌽
（
８
千
円
相

当
）
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
も
の
で
、

市
内
で
の
消
費
拡
大
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
へ

の
対
応
が
で
き
た
の
は
大
き
な
成

果
で
、
今
後
に
つ
な
が
る
動
き
で

す
」

　
―
―
外
出
自
粛
で
遠
出
が
制
限

さ
れ
る
中
、
近
場
の
観
光
、
い
わ

ゆ
る
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
注

目
さ
れ
ま
し
た
ね
。

　
「
コ
ロ
ナ
下
な
ら
で
は
の
観
光

の
在
り
方
の
一
つ
だ
と
思
う
が
、

ど
こ
に
行
こ
う
か
悩
む
人
も
多
い

の
で
は
。
高
山
に
し
て
も
町
村
合

併
で
エ
リ
ア
も
広
く
、
東
京
都
と

ほ
ぼ
同
じ
面
積
で
す
。
効
率
的
に

回
っ
て
も
ら
お
う
と
、

年

月

に
『
濃
色
　
飛
騨
高
山
』
と
い
う

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
５
万
部
作
り
ま

し
た
。
有
名
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
場
所
で
し
か
味

わ
え
な
い
体
験
な
ど
を
網
羅
し
て

お
り
、
利
用
者
の
評
判
も
い
い
よ

う
で
す
」

　
―
―
情
報
発
信
体
制
も
変
わ
っ

た
よ
う
で
す
ね
。

　
「
こ
れ
ま
で
、
観
光
の
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
当
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

二
本
立
て
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今

年
１
月
に
統
合
さ
れ
、
協
会
が
運

営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
自

治
体
で
は
い
ろ
い
ろ
な
制
約
が
あ

り
ま
す
が
、
民
間
な
ら
で
は
の
発

想
で
使
い
勝
手
の
い
い
サ
イ
ト
に

し
ま
す
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
（
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
）連
携
を
進
め
、

例
え
ば
、
宿
泊
予
約
で
は
じ
ゃ
ら

ん
の
サ
イ
ト
を
入
れ
、
グ
ル
メ
で

は
ホ
ッ
ト
ペ
ッ
パ
ー
と
連
携
し
て

い
ま
す
」

　
「
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
逆
風
が
吹

く
中
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
で
き
た

の
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
観
光
関
係
者
の
知
恵
と
工

夫
の
た
ま
も
の
で
す
」

　
―
―
首
都
圏
４
都
県
の
緊
急
事

態
宣
言
が
再
延
長
さ
れ
る
な
ど
、

先
行
き
は
依
然
と
し
て
楽
観
で
き

ま
せ
ん
。
今
後
の
見
通
し
は
い
か

が
で
す
か
。

　
「
上
期
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
残

る
と
思
い
ま
す
が
、
宣
言
が
解
除

さ
れ
、
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事

業
が
再
開
さ
れ
る
と
事
態
は
大
き

く
改
善
す
る
と
思
い
ま
す
。
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
効
果
も
徐
々
に
出
て

く
る
だ
ろ
う
し
、
安
全
安
心
が
担

保
さ
れ
れ
ば
お
客
さ
ま
は
き
っ
と

戻
っ
て
く
る
。
旅
に
出
た
い
と
い

う
欲
求
は
強
い
だ
け
に
、
今
年
は

と
も
か
く
、
１
～
２
年
も
た
て
ば

完
全
に
元
に
戻
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
外
国
人
観
光
客
も
然

り
で
す
」

　
―
―
観
光
客
の
受
け
入
れ
と
い

う
点
で
は
、
高
山
は
群
を
抜
い
て

い
ま
す
ね
。
Ｊ
Ｒ
高
山
駅
を
中
心

に
雰
囲
気
が
ず
い
ぶ
ん
と
変
わ
っ

て
い
ま
す
。

　
「
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
建
設
ラ
ッ

シ
ュ
は
続
い
て
お
り
、
今
年
も
ホ

テ
ル
ウ
イ
ン
グ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
、
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
ａ
ｒ
ｏ
ｕ
ｎ

ｄ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
な
ど
が
新

規
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。


年
４
月
現
在
の
ル
ー
ム
総
数
は
約

３
２
０
０
で
す
が
、

年
４
月
に

は
４
千
を
超
え
そ
う
で
す
。
地
方

都
市
で
４
千
と
い
う
の
は
非
常
に

大
き
な
数
字
で
、
近
辺
で
は
名
古

屋
や
金
沢
ぐ
ら
い
で
す
」

　
―
―
供
給
過
剰
に
な
ら
な
い
か

や
や
心
配
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
あ

る
と
い
ろ
い
ろ
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
ま
す
ね
。

　
「
コ
ロ
ナ
で
旅
行
形
態
も
大
き

く
変
わ
り
、
個
人
・
グ
ル
ー
プ
化

は
よ
り
顕
著
に
な
る
。
従
来
型
の

団
体
旅
行
市
場
は
縮
小
し
て
い
く

で
し
ょ
う
。
日
本
に
は
富
裕
層
向

け
の
施
設
が
少
な
い
と
よ
く
い
わ

れ
ま
す
が
、
高
山
に
も
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
ホ
テ
ル
の
建
設
計
画
が
あ

り
、
そ
れ
ら
が
開
業
す
る
と
選
択

肢
は
大
幅
に
増
え
、
さ
ま
ざ
ま
な

宿
泊
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
」

　
―
―
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
誘
致
も
熱
心

で
す
ね
。

　
「
宿
泊
施
設
に
加
え
、
市
民
文

化
会
館
や
飛
騨
高
山
ビ
ッ
グ
ア
リ

ー
ナ
な
ど
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設

も
充
実
し
て
い
ま
す
。
施
設
の
規

模
、
機
能
に
関
し
て
は
県
内
随
一

だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
近
い
将

来
、
８
千
人
ほ
ど
の
収
容
能
力
が

あ
る
施
設
が
で
き
る
予
定
で
、
こ

れ
が
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
と
し

て
利
用
で
き
れ
ば
大
規
模
会
議
に

も
対
応
で
き
ま
す
」

　「
会
議
の
誘
致
も
成
果
が
表
れ
、

日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）

の
『
国
際
会
議
誘
致
・
開
催
貢
献

賞
』
（

年
度
）
に
、

年
９
月

に
高
山
で
実
施
さ
れ
た
国
際
会
議

の
主
催
団
体
（
第
５
回
貨
幣
革
新

・
地
域
通
貨
国
際
会
議
飛
騨
高
山

大
会
組
織
委
員
会
）
が
受
賞
し
ま

し
た
。
約
３
５
０
人
が
参
加
し
、

う
ち
外
国
人
は

カ
国
・
地
域
か

ら
約

人
で
し
た
」

　
―
―
堀
会
長
は
、
高
山
を
起
点

に
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
地
に
行
け
る

「
高
山
ハ
ブ
化
」
構
想
を
掲
げ
て

い
ま
す
ね
。

　
「
マ
イ
カ
ー
需
要
の
取
り
込
み

や
２
次
交
通
網
の
整
備
も
進
み
、

永
平
寺
や
上
高
地
、
立
山
黒
部
ア

ル
ペ
ン
ル
ー
ト
な
ど
主
要
観
光
地

も
１
日
圏
内
に
入
り
、
ワ
ン
デ
ー

ト
リ
ッ
プ
の
基
地
と
し
て
十
分
な

機
能
を
果
た
せ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
流
行
で
観
光

業
界
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
高
山
観
光
の
先
行
き
は
明
る

い
と
捉
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
が

落
ち
着
い
た
ら
ぜ
ひ
高
山
に
来
て

い
た
だ
き
た
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
」


